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伊佐市

えびの市
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川
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市房ダム

上流部

下流部

人吉

中流部 水上村

多良木町

湯前町

あさぎり町

錦町

相良村

五木村

山江村

球磨村
芦北町

人吉市

八代市

0 10km

※いずれも必要に応じて関係機関と協議

未対策地区の宅地嵩上げ

堤防の質的強化対策

堤防未整備地区の段階的築堤
（川辺川：国管理区間）

被害を最小化するための
ソフト対策

市房ダムの操作の変更
横石

萩原地区の堤防補強

堆積が著しい箇所等の掘削

嵩上げ実施済み地区への対応

下流部の掘削（一部）

下流部改修の進捗状況に
合わせた内水対策（渡地区）

球磨川

引堤・掘削（上流）

市房ダムの有効活用

掘削（18k600）

掘削（40k400）

遊水地

人吉橋下流左岸の

掘削・築堤

川辺川筋の治水対策

直ちに実施する対策

追加して実施する対策(案)

大野

「 ｢直ちに実施する対策」及び「追加して実施する対策（案）」 1第5回協議会
説明資料-6 ｐ1



伊佐市

えびの市

前川
南川

市房ダム

人吉

水上村

多良木町

湯前町

あさぎり町

錦町

相良村

五木村

山江村

球磨村
芦北町

人吉市

八代市

0 10km

横石
球磨川

大野

鼠蔵地区堤防耐震対策

鼠蔵地区堤防浸透対策

千反地区堤防浸透対策

萩原地区堤防補強対策

中神町地区堤防浸透対策

温泉町地区堤防浸透対策

今村地区堤防浸透対策

坂本地区河床掘削

下代地区河床掘削

神瀬地区河床掘削

合志野地区築堤

松崎地区築堤

今泉（下）地区築堤

藤本地区築堤

荒瀬地区築堤

鎌瀬（左）地区築堤･宅地嵩上げ

漆口地区宅地嵩上げ

鎌瀬（上）地区宅地嵩上げ

淋地区宅地嵩上げ

池の下地区宅地嵩上げ

芋川地区宅地嵩上げ

渡地区浸水被害軽減対策
（導流堤、ポンプ設置）

矢黒地区掘削・築堤

大瀬地区河床掘削

上神瀬地区宅地嵩上げ

大坂間地区宅地嵩上げ

※維持修繕等工事を除く

2

鼠蔵地区高潮対策

水島地区高潮対策

中北地区高潮対策葭牟田地区高潮対策

古城地区高潮対策

市房ダム有効活用策検討

川辺川筋河床掘削

「ダムによらない治水を検討する場」開始以降に河川改修事業等を実施した箇所

河川改修事業が完了した箇所

河川改修事業を実施中の箇所

2

地下地区河床掘削

大柿地区掘削・引堤

中流部河床掘削

下流部河床掘削

渡地区国道橋嵩上げ

渡地区築堤

大門地区宅地嵩上げ

第8回協議会
説明資料-2 ｐ2
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中神地区掘削・引堤

中津道地区築堤



平成３０年度事業の主な実施箇所 3

：国予算（当初）

：国予算（補正等）

：県予算

○萩原地区において、堤体の安全性を段階的に向上させる対策として堤防補強等を継続実施
○人吉市下流地区の掘削を継続実施するとともに、人吉市街部の堤防未整備区間の掘削・築堤を完成

相良村

八代市

八代市

五木村

水上村

湯前町

多良木町

あさぎり町

錦　町

人吉市

山江村球磨村芦北町

えびの市

大口市

鹿児島県

伊佐市
宮崎県

萩原地区堤防補強対策

中神地区
掘削

渡地区
国道橋嵩上げ

防災・減災ソフト対策等補助

人吉橋下流左岸
掘削･築堤

0
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3,500

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

（百万円）

凡 例

H30国

H30県

球磨川の河川改修関係予算推移

第8回協議会
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新萩原橋

球
磨
川
大
橋

萩原地区

26

掘削完了

堤防補強

Ｈ２９まで実施

凡 例

Ｈ３０実施

Ｒ１以降予定

「直ちに実施する対策」 － 萩原地区の堤防補強
○堤防前面の深掘れ対策を平成22年に概ね完了、矢板打設によるすべり等対策を平成29年に完了、平成30年から

断面が不足している箇所の堤防補強対策を実施中。

萩原地区の堤防補強

肥薩おれんじ鉄道

現況地盤面

▽計画高水位(H.W.L)

堤防補強（断面拡幅）

ＪＲ肥薩線

深掘れ箇所
7k600

（右岸）

法面すべり、浸透対策（矢板設置）

掘削予定箇所

深掘れ対策工事完了

萩原地区の堤防補強（八代市） 4
第8回協議会

説明資料-2 ｐ4
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矢板設置完了

H30実施

堤防補強状況

施工中（R1.5）



←球磨川

ＪＲ橋
国道２１９号

ＪＲ肥薩線

国道橋

村道橋

平成17年9月洪水浸水実績図

内水対策【国】

洪水時水位低減対策
【国】

床上浸水
（戸）

床下浸水
（戸）

平成16年8月 ７ １５

平成17年9月 １６ ７

平成18年7月 １４ １６

平成20年6月 ３ １６

平成23年6月 ３ ３

■渡地区における近年洪水での浸水戸数

内水対策【国】

内水対策【国】

内水対策【県】

「直ちに実施する対策」 － 下流部改修の進捗状況に合わせた内水対策（渡地区）
○国・熊本県・球磨村の適切な役割分担の下、球磨村渡地区において総合的な内水対策を実施している。
○国施工の導流堤、可搬式ポンプは完了。

県施工の村道橋嵩上げ、排水ポンプ、築堤は完了。平成30年度は、国道橋嵩上げ（架け替え）に伴う仮設道路の
設置と、下部工工事を実施。令和元年度は、上部工工事を実施し、供用を開始する予定。

（国土交通省 八代河川国道事務所調べ）

村道橋嵩上げ【県】

凡 例
浸水範囲

築堤【県】

Ｈ２９まで実施

凡 例

Ｈ３０実施

Ｒ１以降予定

国道橋嵩上げ【県】

下流改修の進捗状況に合わせた内水対策（球磨村渡地区①） 5
第8回協議会
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村道橋

築堤の整備状況



ＪＲ肥薩線

村道橋

下流改修の進捗状況に合わせた内水対策（球磨村渡地区②） 6

①村道橋（嵩上げ）
村道橋

施工前（Ｈ18.2） 施工後（Ｈ28.3）

②築堤 ②築堤

①村道橋嵩上げおよび②築堤 施工前・後 写真

④国道橋嵩上げ【県】

（※下流から上流を望む）

至：八代方面 至：人吉方面

洪水時水位低減対策【国】
＜完了＞

②築堤【県】
＜完了＞

①村道橋嵩上げ【県】
＜完了＞

国道橋

←球磨川

Ｈ２９まで実施

凡 例

Ｈ３０実施

Ｒ１以降予定

小
川

仮設道路工事

国道２１９号
③排水ポンプ【県】

＜完了＞

第8回協議会
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仮設道路
（仮設橋）

撮影日：H31.3月下旬

④国道橋嵩上げ工事 状況写真

撮影日：H31.2月下旬

至：人吉方面 至：八代方面

④国道橋嵩上げ イメージ写真
撮影日：H30.1月下旬

（※上流から下流を望む）

※Ｈ３０実施
仮設道路工事
国道橋（下部工）工事

国道橋嵩上げ

旧橋梁

国道橋
（下部工）

（※八代側から人吉側を望む）



球磨村地下地区

人吉市大柿地区

Ｊ
Ｒ
肥
薩
線

天狗橋

紅取橋

横断測線
（55k600）

7上流（人吉市周辺）の掘削・引堤 7

H30実施（掘削）

Ｈ２９まで実施

凡 例

Ｈ３０実施

Ｒ１以降予定

「追加して実施する対策」 －上流（人吉市周辺）の掘削・引堤
○人吉市域の大柿・中神地区における掘削・引堤に関し、用地交渉や工事用測量等を進めつつ、下流から順次掘削を実施中。

第8回協議会
説明資料-2 ｐ7
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沖鶴橋

横断測線
（56k800）

人吉市中神地区

R=86.0Co

As

H.W.L▽

1:3.0

掘削

用地協議
▽HWL

標準断面図（55k600）

▽WL

標準断面図（56k800）

用地協議

掘削

▽HWL

人吉市中神地区掘削状況

平成30年11月20、21日及び平成31年3月17、19日に大柿・中神両
地区で説明会を実施

【主なご意見】
○引堤するよりも堤防を１ｍでも高くするほうがよい。
○優良農地が無くなり、生活できなくなってしまう。
○内水被害の解決をあわせて進めるべき。
○運搬路となる県道が狭く、道路拡幅しないと危険である。
○上流の樹木伐採も早急に実施してほしい。
○紅取橋付近もくま川下りが通れるよう掘削してほしい。

施工前（Ｈ30.5）

施工後（Ｈ31.3）



○ ５４ｋ

○ ５５ｋ

大柿地区

沖鶴橋

横断測線
（54k800）

8人吉橋下流左岸の掘削・築堤 8

Ｈ２７まで実施

凡 例

Ｈ２８実施予定

Ｈ２９以降予定

人吉橋

【人吉市矢黒地区】「直ちに実施する対策」 －人吉橋下流左岸の掘削・築堤
○人吉市街部には堤防未整備区間が存在している。

○平成28年に用地補償が締結されたことから、平成29年度より掘削・築堤を実施、平成30年度に完成。

施工箇所

凡 例

Ｈ２９実施

Ｈ２９以降予定

第8回協議会
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Ｈ２９まで実施

凡 例

Ｈ３０実施

Ｒ１以降予定

Co

As As

+104.56

計画堤防高 +105.25

HWL +103.75

（左岸）

河床の評価高

標準断面図

用地協議

施工前（Ｈ29.8）

施工後（Ｈ31.2）
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●実施期間：平成30年7月6日（金）14時42分～18時47分【約4時間】
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流入量

放流量

貯水位（予備あり）

貯水位（予備なし）

単位：m3/s 貯水位：(EL.ｍ)市房ダム 洪水操作（7月5日～8日）単位：m3/s 貯水位：(EL.ｍ)単位：m3/s 貯水位：(EL.ｍ)単位：m3/s 貯水位：(EL.ｍ)

最大流入時調節量312m3/s
約300万m3の洪水を
ダムへ貯留

最大流入量768m3/s
6時40分頃

予備放流で約53万m3の
洪水調節容量を確保

予備放流で0.4m低下

6日 7日 8日
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③
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4市房ダムの有効活用（予備放流（試行）の実施）
「追加して実施する対策」 － 市房ダムの有効活用

○利水者等との協議を重ね、予備放流（試行）※の実施について合意。
○平成３０年７月豪雨において、市房ダムで初めて予備放流（試行）を実施し、約５３万㎥の洪水調節容量を確保。
○今後も更なる容量の確保に向けて、試行を継続。

※ 洪水が予想される場合に、ダムに貯め込む容量を増やすため、あらかじめ放流すること

雨量（ｍｍ／ｈ）

流量（ｍ３／ｓ）
貯水位（ＥＬ.ｍ）

洪水時最高水位

洪水期 EL283.00m

EL277.50m

今回の最高貯水位

EL274.66m　③

EL272.87m　①

EL272.45m　②

EL270.00m

EL249.00m 最低水位

ダ
ム

治水容量のみ

【850万m3】

治水容量

または

利水容量
【980万m3】

利水容量のみ

【1,680万m3】

堆砂容量

【510万m3】

予備放流

（53万㎥）
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球磨川水系防災・減災ソフト対策等補助事業

「ダムによらない治水を検討する場」共通認識に基づき、熊本県として、

球磨川水系の洪水から人命を守り、財産被害の最小化を図るため、河川整

備等のハード対策の着実な推進に加え、流域市町村が行う防災・減災ソフ

ト対策等に対して、補助金を交付するもの

《 期 間 》平成２７年度から（１０年程度）

《 補助率 》２／３

《 財 源 》熊本県球磨川水系防災減災基金（総額１０億円を積立予定)

《補助対象》球磨川水系の水害対策に資する事業

《今年度予算》１８７，４９０千円

○事業概要

10
第8回協議会
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・１７９，５２６千円を交付済み。流域全１２市町村で、地域の実情に応じ、各種事業に取り

組まれている。

【主な取組】

予防的避難、データ放送行政情報表示事業、ハザードマップの作成

内水対策として実施する排水機能の確保、備蓄物資の購入 等

○データ放送行政情報表示事業○予防的避難の実施

球磨川水系防災・減災ソフト対策等補助事業

平成３０年度の実施状況
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○ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの作成 ○備蓄倉庫の整備 ○水防資機材、備蓄物資の整備

○web版ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの構築
○内水対策 ○内水対策
（排水用ポンプの整備） （普通河川の整備）

非常食備蓄倉庫

球磨川水系防災・減災ソフト対策等補助事業

平成３０年度の実施状況

12

発電機

第8回協議会
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